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菊
池
文
部
大
臣
の
改
氷
案
小
松
原
文
部
大
臣
の
高
等
中
學
校
案
本
校
工
學
部
の
分
立
を
以
て
、
高
等
學
校
に
於
け
る
専
門
部
な
る
も
の
は
、
全
く
そ
の
姿
を
消
し
、
至
國
の
高
等
中
學
校
は
、
純
然
た
る
大
學
豫
科
と
な
っ
て
了
っ
た
が
、
菊
池
文
部
大
臣
は
、
學
制
改
革
の
一
端
と
し
て
再
び
専
門
部
を
興
し
て
、
程
度
の
低
い
多
く
の
大
學
を
建
て
よ
う
と
し
た
。
そ
の
草
案
を
墨
ぐ
れ
ば
、
『
中
學
校
（
五
年
）
に
修
業
年
限
一
年
の
補
習
科
を
設
く
る
こ
と
－
、
新
に
修
業
年
限
一
一
年
の
大
學
豫
備
門
を
設
置
し
、
中
學
卒
業
以
上
の
者
を
入
學
せ
し
汀
る
こ
と
一
、
新
に
修
業
年
限
三
年
の
法
・
理
。
文
・
醤
學
等
の
學
校
、
工
・
商
・
農
業
、
商
船
等
の
學
校
を
設
け
、
中
學
卒
業
苦
く
は
中
等
程
度
の
學
校
の
卒
業
者
を
入
學
せ
し
む
る
こ
と
等
で
あ
っ
た
が
、
第
二
次
桂
内
閣
の
小
松
原
文
部
大
臣
の
高
等
中
學
校
案
な
る
も
の
は
、
『
中
等
學
校
は
そ
の
ま
シ
と
し
、
高
等
學
校
を
魔
し
て
、
新
に
高
等
中
學
校
を
設
く
る
こ
と
「
高
等
中
學
校
は
高
等
普
通
教
育
を
授
く
る
虚
と
し
、
そ
の
修
業
年
限
は
、
高
等
科
三
年
と
中
學
科
四
年
と
の
七
年
と
な
し
、
中
學
科
に
は
小
學
校
卒
業
者
を
、
高
等
科
は
文
科
理
科
に
分
ち
て
、
中
學
科
卒
業
者
若
く
は
中
學
校
四
年
修
了
者
を
入
學
せ
し
む
る
こ
と
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節
現
行
制
度
施
行
の
事
情
と
改
正
の
内
容
（
自
大
正
七
年
至
昭
和
十
二
年
）
二
八
五
椣即倣鯏
期延期運
動臨時教育
》鞠概縞高等學校令發布高等學校令 砧肺剛拙
．第一一章第五高等學校後期
一一八六
●
」、高等中學校は官公立のみに限り、官立は高等科のみとなし、七年制は公立を本篭と爲す｝」と
「公立の高等中學校の設置道府縣は文部大臣の指定によること
右の案に依れば、前案に比して、四年修了者を認めてゐる鮎に於て、一年の短縮があるのであるが、古市公威博
士の修正案は、官公立の外に私立をも認めの七年を中學科五年・高等科一一年半の七年半と爲し、高等科の學年開
始期を四月に改めて從來より一年を短縮すること等である。然るに種々の経緯があって、五年の中學科を切離
して、一一年半の高等科のみの高等中學と爲し、官立のみに限り、二十校を限って増設し、一校四百八十人以下と
爲し、明治四十六年四月一日より、之を實施することに定められたけれども、奥田文部大臣の橿密院に對する運
動によって、無期延期となって了ったのである。かくて一木・高田雨文相を経て岡田文部大臣に至って、従来
の教育調査會を慶し、大正六年九月、新に内閣直属の、より犬にして力ある諮問調査機關臨時教育會議なるもの
が設けられたのである。而して當時の高等學校令案を見るに、
「高等學校ハ高等普通教育ヲ授クル所トス
一一、高等學校ノ修業年限ハ三年トス
三、高等學校第一學年一一ハ中學校第四學年修了者ヲ入學セシム
四、高等學校ハ官立、公立、私立（財團法人ノ設立）トス
五．高等學校ハ軍凋一一之ヲ設置シ又ハ尋常科四年高等科一一一年合計修業年限七年制一一依リテ之ヲ設置スルコトヲ
六、高等學校及七年制高等學校高等科ノ學科ヲ分チテ文科及理科トス
七・高等學校及七年制高等畢校高等科一一於テハ第一一外國語ハ之ヲ随意科目トス
八、高等學校及七年制高等學校高等科第三學年ヲ卒リクル者ハ帝國大學一一入學スルコトヲ得シム
九、高等學校及七年制高等畢校高等科一一ハ其ノ第三學年ノ上一一更二修業年限一年ノ課程ヲ置クコトヲ得シメ此
ノ課程ヲ卒リグル者一一ハ相當ノ穂號ヲ附與ス
一○、七年制高等學校尋常科竝中學校一云豫科ヲ置クコトヲ得シム
ニ、現在ノ高等學校令及高等中學校令ハ之ヲ麿止ス
ニー、中學校ノ修業年限ハ現制ノ通トス
之に依って考へて見ても、年限の短縮と、高等學校を軍に大學豫科とせずして、燭自的の教育機關とすることに
於ては、一一十七年に於ける井上文相の意圏が繼承せられてゐるとなしても、差支ないと恩ふのである。而して右
の案は、多少の修正を俟って、大正七年十一一月五日、勅令第三百八十九號を以て、高等學校令として發布され
た。此に關して一言して置きたいのは、大正五年、高等學校側では、「畢制改革二關スル具申書附學士年齢調査
表」なるものを書いて、高等學校慶止と修業年限短縮とについて、詳細なる意見と調査とを具して、反對意見を
上申してゐることである。
今その高條學校令に就いて、主なるものを學ぐれば、
第一條高等學校ハ男子ノ高等普通教育ヲ完成スルヲ以テ目的トシ特一一國民道徳ノ充實一一力ムヘキモノトス
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教授は生
徒の教育
を
裳
ろ
高等學校
規程
有せざるを得ないのである。
授時数には、
第
一
條
一
と定められてゐる。
日、省令四號を以て改正せられたのであるが、その第一章學科課程及教科書中の第二節高等科の條には、
第四像高等科文科ノ學科目ハ修身．園語及漢文、第一外國語、第二外國語、歴史、地理、哲學概説、心理及
論理、法制及經濟、數學、自然科學、艦操トス、高等科理科ノ學科目ハ修身、國語及漢文、第一外國語、第
一一外國語、數學、物理、化學、植物及動物、鑛物及地質、心理、法制及経濟、圖誓、腱操トス
外國語ハ英語、潤語又ハ佛語トス
第二外國語ハ随意科目トス
と規定されてゐる。而してその第六章入學、在學、休學、過學及懲戒の條には
第四十八條高等學校生徒一一シテ他ノ高等學校二韓學ヲ志望スル者アルトキハ關係墨校長ノ協議一一依り之ヲ許
可スルコトヲ得
然るに勅令第八十六號（糊舶距洲綿緋訊岫に紺泗率似離郷卿剛）の文部省直轄諸學校官制第八條には、「教授ハ勅任又
ハ奏任トシ助教授ハ判任トス生徒ノ教育ヲ掌ル」とあるが、生徒の教育を掌ると記されてゐるところに、關心を
高熱學校大學豫科ハ大正十年八月三十一日マテ之ヲ存置ス
かくて大正八年一一一月一一十九日、文部省令第八號を以て、高等學校規程なるものが公布せられ、九年一月一一十四
かくて本校に於ても、大正八年六月一一十一一一日、學則が改められたのは云ふまでもない。即ち、その學科課程教
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第七催高等學校ノ修業年限ハ七年トシ高等科三年、尋常科四年トス高等學校ハ高等科ノミヲ置クコトヲ得
第八條高等學校高等科ヲ分チテ文科及理科トス
第九條高等學校一一ハ高等科ヲ卒リクル者ノ爲一一専攻科ヲ置クコトヲ得其ノ修業年限ハ一年トス
専攻科ヲ卒へクル者ハ得業士卜稀スルコトヲ得
専攻科一一關スル規定ハ文部大臣之ヲ定ム
第十條高等學校一一ハ特別ノ必要アル場合一一於テ豫科ヲ置クコトヲ得
但シ第七條第一一項ノ高等學校一一付テハ此ノ限一一アラス
高等學校一一關スル規程ハ文部大臣之ヲ定ム
第十一一催高等學校高等科一一入墨スルコトヲ得ル者ハ當該畢校尋常科ヲ修了シタル者、中學校第四學年ヲ修了
シリル券スハ文部大臣ノ定ムル所一一依り之ト同等以上ノ學カアリト認メラレクル者トス
第十一一一催高等學校ノ生徒定数ハ高等科四百八十人以内尋常科一一一百一一十人以内トシ第七條第一一項ノ高等學校ニ
ァリテハ専攻科ヲ除キ六百人以内トス
（前略）
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違
す
る
所
は
な
い
の
で
あ
る
。
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催
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題自数法心
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科
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錘論
學畢濟昌浬 iｆ
第
學
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第
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學
年
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八
（
一
口
一
・
●
〉
築
三
學
年
鯛鵜學校
序に附記して置きたいことは、高等學校増設に就いてである。即ち、寺内内閣に於て、新に七校を増設するこ
第
二
章
第
五
高
等
學
校
後
期
二
九
三
第二外國語ヲ修〆サル者二對シテハ其ノ教授時數ヲ便宜他ノ學科目一一配當スルコトァルヘシ
嗽岻鰄と右の畢科課程表を、改正前のそれと比較すれば、文科に在りては、倫理を修身と改めて、各學年に之を課し、
新に地理・哲畢概論・數學・自然科學を加へ、法學通論及び經濟通論は、法制及經済と改められ、理科に在りて
は、倫理を修身と改めて、各學年に課することは、文科と蔓りなく、心理と法制及經濟を加へたことになる。
學年の始而して學年は、中學校と同じく、四月一日に始まり、翌年一一一月三十一日に経ｂ、聯絡に於て約五箇月の短縮が
と経
出来、四年修了者よりすれば、その上一年間の年限短縮を生じたことになるが、現状よりすれば、四年修了者の高
等畢校高等科入學は、その数極めて少いのみならず、高等學校高等科卒業者にして、直に目的の大學に進む者も
定員減少全部の幾割かに過ぎか、さればと云って、大學を増設することも、高等學校を減少することも至難である爲に、
の箕施
昭和七年度よりは、各組四十人の定員を一一一十七人に減じ、同九年度よりは、更に三十人に減じて、幾分の緩和策を
講じてはゐるものの、大學入學難は依然として塗ることなく、而も各大學に依りて、茜だし言相違を示し、年限
短縮の目的は、殆どその幾分をも實現されてはゐないのである。尚又、部分的に申せば、、馨學部若くは瞥科犬學
理科川何志望者激増した結果、昭和六年度以後は、理科を川㈲に分ちて、川の者は第三學年に於て、數學毎週二時間及圖
の厘別
畳毎週二時間を選鐸して、理・工・農學部のみに、仰の者は第二學年に於てＤ植物及動物毎週四時間を選鐸して
瞥畢部若くは瞥科大學のみに志望せしびるの方策を採ったが、同十三年度よりは、それも撤慶して了ったのであ
‘ プ
る。
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四
と輯なり、尋いで原内閣の高等教育機關擴張計薑に依って、更に十校を増設し、大正十三年度までに、一一十五校
に達せしめることとなり、大正八年四月十四日には、新潟・松本・山口・松山の三校を設置して、同年九月授業
を開始し、同九年四月十七日には、水戸・山形・佐賀の三校を設置して、同年九月授業を開始し、同年十一月一一十
六日には、弘前・松江の二校を設置して、同十年四月授業を開始し、同十年十一月八日にはｐ東京・大阪・浦和・
幅岡の四校を設置して、同十一年四月授業を開始し、同年八月一一十四日には、靜岡・高知の二校を設置して、同
十二年四月授業を開始した。就中東京高等學校は、新令の本鵤たる七年制の高等學校であり、私立には武蔵・浪
速・富山の三校があり、内、武蔵高等學校は、七年制のそれである。
尚、参考の爲に、文部省年報・學制五十年史等に擦りて、明治十九年以後大正八年に於ける所謂奮設高等學校
の生徒数を學げて見れば、
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‐
皇
太
子
殿
下
の
御
動
静
行
啓
に
閥
す
る
具
申
書
畏
く
も
皇
太
子
殿
下
に
於
か
せ
ら
れ
て
は
、
大
正
九
年
一
一
一
月
三
十
一
日
．
三
角
港
に
御
上
陸
、
往
年
開
校
式
當
時
の
文
部
省
専
門
學
務
局
長
濱
尾
東
宮
大
夫
を
始
め
と
し
て
、
入
江
侍
従
長
、
東
郷
御
學
問
所
總
裁
等
多
数
の
供
奉
員
を
從
へ
さ
せ
ら
れ
、
午
後
三
時
五
分
、
本
校
に
御
着
、
本
校
職
員
と
武
装
せ
る
生
徒
と
は
、
本
門
外
西
側
に
整
列
し
て
奉
迎
申
上
げ
た
。
殿
下
は
、
吉
岡
校
長
の
御
と
先
導
に
て
本
舘
階
上
の
御
休
所
に
暫
し
御
休
憩
、
吉
岡
校
長
・
杉
山
教
授
に
對
し
て
軍
燭
拝
謁
を
賜
は
り
、
恭
し
く
校
長
よ
り
棒
呈
せ
る
本
校
概
況
書
竝
に
本
校
篇
眞
を
御
一
覧
の
後
、
事
務
室
に
移
ら
せ
ら
れ
、
階
上
の
賜
謁
室
に
於
て
、
本
校
高
等
官
、
宮
中
席
次
第
六
階
以
上
に
該
鴬
す
る
傭
外
國
教
師
、
嘱
託
講
師
、
校
欝
等
一
一
一
十
四
人
に
列
立
拝
謁
を
賜
は
り
、
次
に
．
台
覧
品
陳
列
室
に
於
て
、
後
に
記
す
と
こ
ろ
の
も
の
を
御
覧
に
な
り
、
當
該
學
科
擴
當
教
授
各
一
名
の
説
明
を
聞
召
さ
れ
た
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第
一
學
年
を
編
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學
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第
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學
年
を
幹
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す
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中
隊
教
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脅
さ
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、
再
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御
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所
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御
少
憩
の
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、
三
時
四
十
五
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本
門
外
東
側
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鑿
列
せ
る
職
員
生
徒
の
奉
途
を
受
け
つ
シ
、
還
御
遊
ば
さ
れ
た
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あ
る
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